
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3（2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

0 720,000 720,000 720,000 2,160,000

0 600,000 600,000 600,000 1,800,000

うち県交付金 0 260,000 300,000 300,000 860,000

468,040 3,500,000 3,500,000 3,500,000 10,968,040

468,040 3,500,000 3,500,000 3,500,000 10,968,040

うち県交付金 234,020 1,382,990 1,382,990 0 3,000,000

6,852,406 10,320,000 10,320,000 10,320,000 37,812,406

1,092,436 4,500,000 4,500,000 4,500,000 14,592,436

うち県交付金 546,218 1,226,891 1,226,891 0 3,000,000

1,945,890 5,400,000 5,400,000 5,400,000 18,145,890

1,600,000 3,150,000 3,150,000 3,150,000 11,050,000

うち県交付金 800,000 1,100,000 1,100,000 0 3,000,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0 9,266,336 19,940,000 19,940,000 19,940,000 69,086,336

0 3,160,476 11,750,000 11,750,000 11,750,000 38,410,476

うち県交付金 0 1,580,238 3,969,881 4,009,881 300,000 9,860,000

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10

8

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

4
かみのかわ町おこ
し夏祭り

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

2 サンフラワー祭り

総事業費

うち市町支出額

3
夕顔サマーフェス
ティバル

総事業費

うち市町支出額

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

上三川町

1 企業間交流会

総事業費

うち市町支出額



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和５年度 令和６年度 令和７年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①講演会の開催
②交流会の開催
③参加企業のＰＲ
④参加企業へのアン
ケート調査実施
⑤参加企業等のＰＲ・
広報

①講演会の開催
②交流会の開催
③参加企業のＰＲ
④参加企業へのアン
ケート調査実施
⑤参加企業等のＰＲ・
広報

①講演会の開催
②交流会の開催
③参加企業のＰＲ
④参加企業へのアン
ケート調査実施
⑤参加企業等のＰＲ・
広報

①講演会の開催
②交流会の開催
③参加企業のＰＲ
④参加企業へのアン
ケート調査実施
⑤参加企業等のＰＲ・
広報

720,000 720,000 720,000 2,160,000 720,000

600,000 600,000 600,000 1,800,000 600,000

うち県交付金 260,000 300,000 300,000 860,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 120,000 120,000 120,000 360,000 120,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

syoukou01@town.kaminokawa.lg.jp
0285-56-6868
0285-56-9150
三村　修平
上三川町商工課

事業主体の名称

事 業 名

市町名 上三川町

企業間交流会

上三川町企業間交流会実行委員会

上三川町企業間交流会は、企業がお互いに技術・情報を交換することにより、会員間の業種を越えた交流を図ることを目
的としている。地域経済の活性化対策の一助として、業種の壁を越えてあらゆる情報を持ち寄り、交換することにより個々
の企業の経営強化につなげていく。また、参加企業全体の認知度向上を図るため、パンフレットなどを作成し県内外に当該
交流会及び参加企業のPRを行い、参加企業数の増加や参加企業の雇用促進等、関係人口の創出（参加・交流型）を新た
な狙いとして実施する。
【事業内容】
　①講演会(ビジネスセミナー)の実施
　　 令和5年１１月開催予定　会場：日産自動車栃木工場ゲストホール
　②交流会（立食パーティー形式の情報交換会）の実施
　　 令和5年１１月開催予定　会場：日産日産自動車栃木工場ゲストホール
　③参加企業等のＰＲコーナーの実施
　　 令5年１１月開催予定　会場：日産日産自動車栃木工場ゲストホール
　④参加企業へのアンケート調査実施
　　 参加企業に対し、後日アンケート調査を実施する。
　⑤参加企業等のＰＲ・広報
　　参加企業のパンフレット等を作成し、町のホームページやイベント等で配布し周知を図る。
　　令和6年度以降についても、PR・広報手法等を検討しつつ、同様の取組を行っていく。

和田　裕二

河内郡上三川町しらさぎ一丁目１番地

・団体の目的：上三川町企業間交流会を開催するため、必要な事業を行うことを目的とする。
・設立年月日：平成29年4月1日
・構成員等：上三川町副町長、上三川町商工会長、その他、関係機関、団体の代表者

事業内容

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

地元企業交流プロジェクト
地元各企業が持つ潜在能力を広く周知することで、町に対する魅力を喚起し、将来的な就業や定住につながるよう、町内大
手企業をはじめとする地元各企業と連携した事業を推進する。
・イベント開催数　KPI基準値（H30）- 目標値（R7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回　　　　　　　6回　(累計)

企業を取り巻く環境については、景気低迷の長期化や国際間競争の激化により厳しさを増しつつある。こうした困難な状況
を乗り越えられるよう、既存企業の経営安定化や新規企業の創造支援を促す効果的な事業を行う必要がある。

事 業 目 的

町内の企業が一同に会し交流することで、交流の少ない異業種同士が有益な情報を取得できる。また、「農商工」連携によ
る６次産業化、新事業への進出、新技術の導入や商品開発など新たな雇用創出にもつながる可能性がある。
各企業が、交流をとおして潜在能力を広げていくことで、地域経済の活性化に資することを目的としている。
また、参加企業全体の認知度向上や参加企業数の増加等を図るため、県内外に当該交流会及び参加企業のPRを新たに
実施する。

事 業 概 要



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

5 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

120,000

600,000

720,000

２　支出の部

県交付金

455,000 455,000 227,500 0
講師代、講師謝礼（土産）等

200,000 80,000 0 120,000
交流会時飲食代等

53,000 53,000 26,500 0
消耗品費、パンフレット印刷
用トナー等

2,000 2,000 1,000 0
振込み手数料等（講師への
謝金振込：1名分）

10,000 10,000 5,000 0
パンフレット郵送用切手等

0

0

0

0

0

720,000 600,000 260,000 120,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

上三川町

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

企業間交流会

市町支出額
自主財源等

科目 備考

会費 60人×2,000円＝120,000円

町補助金

財源

科目

報償費（講師代）

予算額
（精算額）

食糧費

消耗品費

手数料

通信運搬費

計



別記様式第１号－２

、

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和4年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①ポスターの作成
②見晴らし台の設置
③ひまわりプランターの
設置

①ポスターの作成
②マルシェ
③フォトスポット・見晴ら
し台の設置

①ポスターの作成
②マルシェ
③フォトスポット・見晴ら
し台の設置

①ポスターの作成
②マルシェ
③フォトスポット・見晴ら
し台の設置

468,040 3,500,000 3,500,000 7,468,040 3,500,000

468,040 3,500,000 3,500,000 7,468,040 3,500,000

うち県交付金 234,020 1,382,990 1,382,990 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 0 0 0 0

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事 業 概 要

当該イベントは、「ひまわり」を活用した地域づくりを実践するものである。「映える」ひまわり畑のフォトスポット設置やステー
ジでのイベント実施を広く周知することで、町内のみならず町外からの集客に努め、上三川町との関わりを創出し、関係人
口（参加・交流型）の拡大へつなげる。町観光事業の側面から地域活性化を図ることを目的としている。

【日時】令和5年8月26日(土）、27日（日）
【場所】磯川緑地公園東
【事業内容】
①ポスターの作成、チラシ等の配布（配布先：商工会員　など300箇所）
　【掲示】町外利用者が多数来場する「上三川いきいきプラザ」において掲示
　【配布】県外の観光業者へのチラシ配布・プレゼン実施
②サンフラワー祭りの開催
　【内容】マルシェ形式（令和5年度より）
③フォトスポット・見晴らし台の設置

事業費

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

事業主体の名称

事 業 名

市町名 上三川町

・８月の下旬に、かみのかわサンフラワー祭りを開催することで、イベントとしての定着を図り、町民の町への愛着と誇りを醸
成する。また、町外に向けて広く周知をすることで、町のイメージの向上と活性化に寄与する。
令和2年度からイベントの中止が続いていること、にぎわい創出に向けたイベント内容の刷新などが課題となっている。

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

かみのかわサンフラワー祭り

かみのかわサンフラワー祭り実行委員会

実行委員長　鶴見　秀昭

〒329-0618　栃木県河内郡上三川町しらさぎ１－３－４

・団体の目的：上三川町の観光事業の健全なる発展をとおして、魅力あるふるさとづくりを進め、地域住民の福祉向上と地
域産業の振興及び郷土文化の発展に資することを目的とする。
・設立年月日：平成２０年４月１日
・構成員等：町・町議員・商工会・自治会長・関係団体等

事業内容

上三川町商工課

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標２】魅力ある”かみのかわ”への新しい流れの創出
上三川町来て・知ってよいとこPR
　・観光入込客数　　　８３，０００人（令和元年度（基準値））　１０５，０００人（令和７年度（目標値））

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的
・上三川町の景観スポットの一つとして、１０万本に及ぶ広大なひまわり畑やフォトスポットの設置、マルシェ形式による出店
等を実施することにより、町内外から多数の集客を図り町活性化の一助となることを目的とする。

連絡先
syoukou01@town.kaminokawa.lg.jp
0285-56-6868
0285-56-9150
三村　修平



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

5 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

3,500,000

3,500,000

２　支出の部

県交付金

375,000 375,000 0
ポスター・チラシ作成、新聞
折込等

352,000 352,000 0
消耗品費（イベント用）

32,000 32,000 12,490 0
イベント保険

2,741,000 2,741,000 1,370,500 0
会場全般設営費

0

0

0

0

3,500,000 3,500,000 1,382,990 0

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

上三川町

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

かみのかわサンフラワー祭り

市町支出額
自主財源等

印刷製本費

消耗品費

保険料

科目 備考

まちづくり補助金 町補助金

計

財源

科目

委託料

予算額
（精算額）

計



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①チラシの作成、配布

②「上三川町夕顔サ
マーフェスティバル」の
開催

①ポスター、チラシ等の
作成、配布

②「上三川町夕顔サ
マーフェスティバル」の
開催

①ポスター、チラシ等の
作成、配布

②「上三川町夕顔サ
マーフェスティバル」の
開催

①ポスター、チラシ等の
作成、配布

②「上三川町夕顔サ
マーフェスティバル」の
開催

6,852,406 10,320,000 10,320,000 27,492,406 10,320,000

1,092,436 4,500,000 4,500,000 10,092,436 4,500,000

うち県交付金 546,218 1,226,891 1,226,891 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 5,759,970 5,820,000 5,820,000 17,399,970 5,820,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事業主体の名称 上三川町夕顔サマーフェスティバル実行委員会

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 上三川町

事 業 名 夕顔サマーフェスティバル

代 表 者 の 名 称 鶴見　秀昭

事業主体の所在 上三川町しらさぎ１－３－４

事業主体の概要

・団体の目的：上三川町夕顔サマーフェスティバル事業の円滑な運営、実施
・設立年月日：平成８年４月１日
・構 成 員 等：上三川町商工会正副会長及び役員、その他関係機関及び関係団体の代表者

当該事業に係る
地域の現状と課題

消費者ニーズの多様化を背景に、郊外型大型店舗への購買力の流出が進み、中心市街地などの既存商店街を取り巻く環
境は厳しさを増している。今後は商業環境の維持・充実に向け、商工会などと連携を図りながら既存商店の支援と「魅力あ
る商店街」の再生を目指し新しい取組みを検討していく。

事 業 目 的

地域振興、中心市街地商店街の活性化及び町民への憩いの場の提供を目的とする。

事 業 概 要

本町の夏の一大イベントとして定着しつつある「夕顔サマーフェスティバル」は、開催に当たり、町商工会をはじめ、様々なま
ちづくり団体が協働して準備を行うなど、全町を挙げた取組である。本町の地域活性化はもとより、子どもたちをはじめとし
た町民の郷土愛の醸成ひいては本町への定住促進に大いに寄与してきた。
今後、新たに町民となった方々にも、イベントの担い手として気軽に参加（出演）していただけるよう、毎年内容を検討すると
ともに、イベントを通じて本町の魅力・地域資源を広くＰＲし、町外からの関係人口（参加・交流型）の創出・拡大に取り組んで
いく。
【事業内容】
①ポスター、チラシ等の作成、配布（配布先：商工会会員店舗　など３００箇所）
　〔掲示〕町外利用者が多数来場する「上三川いきいきプラザ」において掲示。
　〔配付〕県外の観光業者へのチラシ配付・プレゼンを実施。
②「上三川町夕顔サマーフェスティバル」の開催
　〔期日〕令和５年８月２７日（土）
　〔場所〕上三川町中心商店街
　〔内容〕干瓢組合アトラクション、ブラスバンド生演奏、路上ダンスパフォーマンス、流し踊り（よさこいかみのかわ）、花火大
　　　　　 会　など
※次年度は反省点を踏まえ、再度内容を検討する。

連絡先
0285-56-9150
0285-56-6868
syoukou01@town.kaminokawa.lg.jp

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標２】魅力ある”かみのかわ”への新しい流れの創出
上三川町来て・知ってよいとこPR
　・観光入込客数　　　８３，０００人（令和元年度（基準値））　１０５，０００人（令和７年度（目標値））

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 上三川町商工課
担当者名 三村　修平



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

5 年度

１　収入の部

予算額
（生産額）

3,600,000

4,500,000

150,000

70,000

2,000,000

10,320,000

２　支出の部

県交付金

7,000,000 4,500,000 1,226,891 2,500,000
会場設営費、花火代等

800,000 0 0 800,000
祭半纏等

470,000 0 0 470,000
機器リース代

1,030,000 0 0 1,030,000
チラシ・ポスター作成等

650,000 0 0 650,000
消耗品費（イベント、会議用）

370,000 0 0 370,000

10,320,000 4,500,000 1,226,891 5,820,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

上三川町

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

雑収入 祝い金等

前期繰越金

備考

備品購入費

使用料及び賃借料

印刷製本費

消耗品費

計

予備費

科目 備考

寄付金収入 花火協賛金

補助金収入

夕顔サマーフェスティバル

市町支出額
自主財源等

財源

前年度繰越金

まちづくり補助金

特別協賛金収入 栃木県信用保証協会

科目

委託料

予算額
（生産額）

計



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和4年度 令和5年度 令和6年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①神輿・山車屋台・お
囃子の巡業
②神輿の展示

①神輿・山車屋台・お
囃子の巡業
②商店街及び各種団
体による模擬店の出店
③祭り開催日約２０日
前からの提灯の飾り付
け

①神輿・山車屋台・お
囃子の巡業
②商店街及び各種団
体による模擬店の出店
③祭り開催日約２０日
前からの提灯の飾り付
け

①神輿・山車屋台・お
囃子の巡業
②商店街及び各種団
体による模擬店の出店
③祭り開催日約２０日
前からの提灯の飾り付
け

1,945,890 5,400,000 5,400,000 12,745,890 5,400,000

1,600,000 3,150,000 3,150,000 7,900,000 3,150,000

うち県交付金 800,000 1,100,000 1,100,000 3,000,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 345,890 2,250,000 2,250,000 4,845,890 2,250,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

syoukou01@town.kaminokawa.lg.jp
0285-56-6868
0285-56-9150
三村　修平
上三川町商工課

事業主体の名称

事 業 名

市 町 名 上三川町

かみのかわ町おこし夏祭り

かみのかわ町おこし夏祭り実行委員会

宇都宮結城線のイチョウ通り交差点から真岡上三川線までの区間を歩行者天国とし、町内約６０自治会で所有する神輿や
山車屋台、お囃子を結集させ巡行する。また、各商店街や各種団体による模擬店の出店など町民が様々な形で祭りに参
加できるようにし町づくりに取り組む。イベント広報活動として、ポスター掲示やチラシ配布を行うほか、中町十字路において
は、提灯を飾り２０日間明かりを灯し夏祭りの雰囲気を高め、PRをすることにより、町外からも観光客を呼び込む。

【事業内容】
①神輿・山車屋台・お囃子の巡業
②商店街及び各種団体による模擬店の出店
③祭り開催日約２０日前からの提灯の飾り付け
※次年度は反省点を踏まえ、再度内容を検討する。

【関係人口分類】　I-d（参加・交流型）

北山正一

上三川町大字上三川４９５３番地１

・団体の目的：祭りの開催に関する円滑な運営、実施
・設立年：平成６年
・構 成 員 等：実行委員長１名、副委員長６名、自治会相談役４名

事業内容

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

【基本目標２】魅力ある”かみのかわ”への新しい流れの創出
上三川町来て・知ってよいとこPR
　・観光入込客数　　　８３，０００人（令和元年度（基準値））　１０５，０００人（令和７年度（目標値））

「サンフラワー祭り」、「夕顔サマーフェスティバル」とともに町内外の多くの人たちが集まる夏のイベントとして実施してきた。
今後の更なるにぎわい創出に向け、SNSなどを活かしつつ、関係機関等との協働によるイベント・祭りの充実やPR活動の
強化に努めていく必要がある。

事 業 目 的

上三川町の歴史と文化を深く理解し、夏祭りを通して地域間の交流を図り、町の活性化を図ることを目的とする。

事 業 概 要



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

5 年度

１　収入の部

予算額
（生産額）

3,150,000

40,000

280,000

雑収入 30,000

繰越金 99,063

1,800,000

937

5,400,000

２　支出の部

県交付金

60,000 60,000
0

事務用品等（イベント、会議
用）

600,000 200,000
400,000

法被・堤灯等

1,070,000 938,000
395,000 132,000

各種団体

30,000 30,000
0

郵送料等

310,000 310,000
0

ポスター、チラシ等の作成

1,410,000 1,410,000 705,000
0

会場設営費

150,000 150,000 トイレレンタル

772,000 0
772,000

飲食料費

840,000 0
840,000

12,000 12,000
0

手数料

40,000 40,000
0

損害保険料

2,000 0
2,000

観光協会負担金

104,000 0 104,000

5,400,000 3,150,000 1,100,000 2,250,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

前年度繰越金

科目 備考

通信運搬費

外商協同組合他

科目
予算額
（生産額）

計

協賛金 自治会等協賛金

栃木県わがまちつながり構築事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名

単位事業名

対象年度

分担金 6自治会より

かみのかわ町おこし夏祭り

まちづくり補助金 町補助金

初穂料 初穂料

上三川町

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

使用料及び賃借料

利息 預金利子

消耗品費

交際費

雑費

印刷製本費

食糧費

委託料

備考市町支出額
自主財源等

財源

計

予備費

備品購入費

報償費

手数料

保険料


